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中
華
人
民
共
和
国
（
中
国
）
の
人
権
状
況
は
、
改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
。 

 

西
日
本
新
聞
電
子
版
の
令
和
三
年
十
二
月
二
日
付
記
事
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
、
ウ
イ
グ
ル
人
が
人

口
の
八
割
超
を
占
め
る
二
十
八
市
県
の
う
ち
二
十
七
市
県
の
出
生
率
が
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
三
十
年
の
五
年
間
に
約
二
割
か

ら
九
割
減
少
し
て
い
た
こ
と
が
自
治
区
政
府
の
統
計
資
料
で
分
か
っ
た
、
出
生
率
が
下
が
る
一
方
、
死
亡
率
が
高
ま
り
、
移
住

を
除
く
人
口
増
加
率
が
五
年
間
で
約
十
分
の
一
に
低
下
し
た
地
域
も
あ
っ
た
、
漢
族
が
集
ま
る
地
域
は
出
生
率
が
上
が
っ
て
お

り
、
不
妊
処
置
強
要
な
ど
ウ
イ
グ
ル
人
を
狙
っ
た
人
口
抑
制
策
が
実
施
さ
れ
た
疑
い
が
強
ま
っ
た
、
と
し
て
い
る
。 

 

米
国
国
務
長
官
は
本
年
一
月
十
九
日
、
中
国
共
産
党
の
指
導
・
統
制
下
に
あ
る
中
国
は
、
新
疆
の
主
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
ウ
イ
グ
ル
人
や
他
の
民
族
的
・
宗
教
的
少
数
集
団
に
対
し
て
、
人
道
に
対
す
る
罪
お
よ
び
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
民
族
大
量
虐

殺
）
を
犯
し
た
と
認
定
し
た
。
報
道
声
明
の
な
か
で
国
務
長
官
は
、
「
こ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
私
た
ち
は
一
党
独
裁
国
家
・
中
国
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
人
壊
滅
の
組
織
的
企
て
を
目
撃
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。 

 

チ
ベ
ッ
ト
で
も
過
酷
な
弾
圧
が
止
ま
ら
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
・
タ
イ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
本
年
十
月
二
十
日
と
二
十
一
日
、
中
国
当
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局
は
チ
ベ
ッ
ト
の
ツ
ォ
ン
グ
ン
地
区
（
中
国
名
：
青
海
省
）
の
二
つ
の
僧
院
か
ら
、
約
八
十
名
の
チ
ベ
ッ
ト
人
僧
侶
を
強
制
的

に
追
放
し
た
。 

 

香
港
の
裁
判
所
は
本
年
十
一
月
十
一
日
、
香
港
独
立
を
訴
え
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
え
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
た
と
し
て
、
香
港

国
家
安
全
維
持
法
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
た
馬
俊
文
被
告
に
対
し
、
禁
錮
五
年
九
月
の
実
刑
判
決
を
言
い
渡
し
た
。 

 

南
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
教
育
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
す
る
弾
圧
が
深
刻
化
し
て

い
る
。 

 

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
が
昭
和
十
一
年
の
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
第
十
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
）
を
成
功
さ
せ
る
た

め
、
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
政
策
を
一
時
的
に
緩
和
し
た
歴
史
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
本
職
は
戦
慄
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

 

右
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

中
国
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

二 

「
衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
北
京
冬
季
五
輪
の
外
交
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質

二
〇
六
第
四
号
）
で
政
府
は
、
「
第
二
十
四
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
・
第
十
三
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大

会
の
開
会
式
又
は
閉
会
式
へ
の
我
が
国
要
人
の
出
席
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
仕
組
み
も
踏
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
と
な
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る
が
、
現
時
点
で
は
何
ら
決
ま
っ
て
い
な
い
。
」
と
答
弁
し
た
が
、
検
討
に
当
た
っ
て
中
国
の
人
権
状
況
は
重
要
な
要
素

か
。 

三 

本
年
二
月
二
十
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
人
へ
の
人
権
侵
害
に
関
す
る
本
職
の
質
問

に
対
し
て
、
茂
木
敏
充
外
務
大
臣
（
当
時
）
は
「
人
権
で
あ
っ
た
り
と
か
法
の
支
配
、
基
本
的
な
価
値
観
に
つ
い
て
は
、
日

本
は
絶
対
に
譲
ら
な
い
」
「
基
本
的
な
価
値
観
に
つ
い
て
譲
る
と
い
う
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
た
。
か
か

る
答
弁
に
変
更
は
な
い
か
。 

四 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
家
安
全
保
障
戦
略
は
、
「
さ
ら
に
、
自
由
、
民
主
主
義
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
普
遍
的
価
値
や
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
を
維
持
・
擁
護
す
る
こ
と
も
、
同
様
に
我

が
国
に
と
っ
て
の
国
益
で
あ
る
。
」
と
し
た
。
変
更
は
な
い
か
。 

五 

北
京
冬
季
五
輪
の
い
わ
ゆ
る
外
交
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
は
本
年
十
二
月
七
日
、
「
我
が

国
の
対
応
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
意
義
、
さ
ら
に
は
、
我
が
国
の
外
交
に
と
っ
て
の
意
義
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
国
益

の
観
点
か
ら
み
ず
か
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
が
我
が
国
の
基
本
的
な
姿
勢
だ
」
と
述
べ
た
。
日
本
国
憲
法
前
文
に

「
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る
国
際
社
会
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に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か

れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に

専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
従

ふ
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。
日
本
国
民

は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
ふ
。
」
と
あ
る
。
岸
田
総
理

が
述
べ
た
「
我
が
国
の
基
本
的
な
姿
勢
」
は
、
日
本
国
憲
法
前
文
を
前
提
と
し
た
も
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


